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添
田
町
に
は
上
水
道
1
か
所
、

簡
易
水
道
4
か
所
、
計
5
か
所

の
水
道
施
設
が
あ
り
、
昭
和
32

年
に
供
用
開
始
さ
れ
た
添
田
浄

水
場
が
最
も
古
い
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。
添
田
浄
水
場
で
の

き
れ
い
な
水
を
作
る
た
め
の
施

設
の
う
ち
、
浄
水
場
管
理
棟
や

ポ
ン
プ
室
、
緩か

ん
そ
く速

ろ
過
池
な
ど

が
建
築
当
時
の
ま
ま
で
現
在
の

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
機
械
設
備
も
建
物

と
同
様
に
古
い
た
め
、
修
繕
部

品
の
手
配
が
難
し
く
な
っ
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
く

と
機
械
の
安
定
稼
働
が
困
難
に

な
り
ま
す
。

　

更
新
計
画
は
、
定
期
的
な
点

検
整
備
に
よ
る
延
命
化
に
努
め

な
が
ら
、
給
水
人
口
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
今
後
の
水
需
要
を

考
慮
し
て
、
ろ
過
設
備
な
ど
を

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
し
再
構
築

を
行
う
の
か
、
現
在
の
施
設
・

設
備
の
耐
震
化
を
図
る
改
修
を

行
う
の
か
、
将
来
的
な
維
持
管

理
費
な
ど
を
比
較
し
て
ど
の
方

法
が
よ
り
経
済
的
で
あ
る
か
、

安
定
し
た
水
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
か
な
ど
を
熟
慮
し
策
定
し

ま
す
。

　

ま
た
４
つ
の
簡
易
水
道
施
設

の
う
ち
落
合
浄
水
場
、
上
中
元

寺
浄
水
場
は
平
成
25
年
、
26
年

に
そ
れ
ぞ
れ
建
屋
、
ろ
過
設
備

な
ど
の
更
新
が
完
了
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
昭
和
48
年
供
用

開
始
の
下
中
元
寺
浄
水
場
、
昭

和
56
年
供
用
開
始
の
英
彦
山
浄

水
場
は
添
田
浄
水
場
と
同
じ
く

設
備
な
ど
が
現
在
の
耐
震
基
準

を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

延
命
化
を
図
っ
た
上
で
統
廃
合

な
ど
も
視
野
に
含
め
た
更
新
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

　

添
田
町
内
に
設
置
し
て
い
る

水
道
管
は
約
130
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

あ
り
、
添
田

町
役
場
と
、

そ
の
景
色
が

世
界
新
三
大

夜
景
に
認
定

さ
れ
た
長
崎
市
の

稲
佐
山
公
園
ま
で
を
直
線
で
結

ん
だ
距
離
と
同
じ
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
膨
大
な
長
さ
の

水
道
管
の
多
く
は
、
供
用
開
始

時
か
ら
更
新
を
行
っ
て
い
な
い

た
め
耐
用
年
数
40
年
を
超
え
、

管
の
老
朽
化
が
進
み
、
次
々
と

更
新
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
水
道
管
を
全
く
更
新

を
し
な
か
っ
た
場
合
の
老
朽
化

の
状
態
は
、
上
水
道
で
は
令
和

12
年
に
は
60.9
％
、
簡
易
水
道
で

は
81.1
％
の
管
が
法
定
耐
用
年
数

を
超
え
、
そ
の
後
も
引
き
続
き

老
朽
化
が
進
ん
で
い
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。
古
く
な
っ
た
水
道

管
が
増
え
る
と
漏
水
事
故
が
増

加
し
、
断
水
な
ど
で
皆
さ
ん
の

生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
管
の
耐
震
化
は
、

全
国
平
均
27.4
％
（
厚
生
労
働
省

「
水
道
事
業
に
お
け
る
耐
震
化
の

状
況
（
令
和
３
年
度
）」よ
り
）に

水
道
管
の
現
状

浄
水
場
の
現
状
と

更
新
計
画

今 水道を考える今 水道を考える
暮らしを守る 水をつなぐ 次の世代へ

特集　今 水道を考える2
～老朽化した水道設備とその更新～

▶建設（更新）年　昭和32年
▶建設（更新）からの経過年数　66年
▶給水能力／日　4,500㎥
▶給水人口　6,816人
▶水源地　中鶴水源（伏流水）、野田水源（井戸）
▶処理方式　緩速ろ過方式、急速ろ過方式

◎添田浄水場（上水道）
▶急速ろ過
　水中の小さな濁りや細菌類などを薬品で
　凝集、沈殿させた後の上澄みをろ過池の
　砂層に通し、水をきれいにする方法です。
　比較的にごりの多い河川水や湖沼水の処理に適しています。
▶緩速ろ過
　緩やかな速度でろ過池の砂層に水を通し、砂層の表層部に繁
　　　　　　　　　　　殖している微生物（生物ろ過膜）の浄
　　　　　　　　　　　化作用で水をきれいにする方法です。
　　　　　　　　　　　比較的水質が良好で、水質の変化が少
　　　　　　　　　　　ない水の処理に適しています。
▶膜ろ過
　精密ろ過膜や限外ろ過膜という方法で、
　水中のにごりや微生物などを取り除く
　方法です。
▶消毒のみ
　水質が良好な地下水を水源とする場合は、塩素による消毒の
　みを行います。

▶建設（更新）年　昭和56年
▶建設（更新）からの経過年数　
　43年
▶給水能力／日　240㎥
▶給水人口　150人
▶水源地　智室水源（湧水）、
　英彦山神宮水源（湧水）
▶処理方式　緩速ろ過方式

▶建設（更新）年　平成25年
▶建設（更新）からの経過年数
10年
▶給水能力／日　200㎥
▶給水人口　288人
▶水源地　落合水源（井戸）
▶処理方式　膜ろ過方式

▶建設（更新）年　平成26年
▶建設（更新）からの経過年数
　９年
▶給水能力／日　140㎥
▶給水人口　369人
▶水源地　上中元寺水源（井戸）
▶処理方式　膜ろ過方式

▶建設（更新）年　昭和48年
▶建設（更新）からの経過年数
50年
▶給水能力／日　140㎥
▶給水人口　379人
▶水源地　下中元寺水源（井戸）
▶処理方式　塩素消毒方式

◎英彦山浄水場（簡易水道）

◎落合浄水場（簡易水道） ◎下中元寺浄水場（簡易水道）

◎上中元寺浄水場（簡易水道）

対
し
て
、
添
田
町
は
15.6
％
で

す
。
耐
震
化
率
の
向
上
も
早
急

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
水
道
管
は
道
路
の
下
な
ど

地
中
に
埋
設
し
て
い
る
も
の
が

多
く
更
新
に
は
多
額
の
費
用
が

か
か
る
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は

道
路
工
事
な
ど
の
実
施
に
あ
わ

せ
更
新
工
事
を
行
う
こ
と
が
多

く
、
便
宜
的
な
区
間
を
優
先
し

て
い
る
状
況
も
、
耐
震
化
が
進

ん
で
い
な
い
要
因
の
一
つ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
現
在

も
水
道
管
の
更
新
を
計
画
的
に

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
更

新
事
業
に
は
今
ま
で
以
上
に
多

額
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

子
の
世
代
、
孫
の
世
代
、
そ

の
先
も
将
来
に
わ
た
っ
て
安

心
・
安
全
な
水
道
水
の
継
続
的

な
安
定
供
給
を
行
う
た
め
、
水

道
料
金
の
改
定
が
必
要
不
可
欠

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
を
得
た
う
え
で
、

水
道
料
金
の
改
定
を
行
う
予
定

で
す
。

　

次
回
は
、
水
道
会
計
の
現
状

と
水
道
事
業
経
営
見
通
し
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

内
に
設
置
し
て
い
る

約
130
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

田が大大定定崎崎崎
市

添田町

稲佐山公園

◎浄水場でのきれいな水の作り方
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上水道　56.1%
簡易水道　44.4%

上水道　57.8%
簡易水道　56.6%

上水道　60.9%
簡易水道　81.1%

【水道管の老朽化率】
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安
定
し
て
水
を

届
け
る
た
め

添
田
町
浄
水
施
設
の
概
要
と
浄
水
処
理

特集2～老朽化した水道施設とその更新～

　町では、老朽化した施設や水道管が多数点在しています。建設から66年が経
過している添田浄水場は、耐震化が図られていない建物や設備が多く、災害に
対する備えが不十分です。また、老朽化した水道管は破損するリスクが高く、
凍結による水道管破裂を起因とする漏水や、耐震性に乏しいため地震による激
しい揺れに耐えられず起こる漏水の発生が予測されます。現在町では、皆さん
が将来にわたり安心・安全な水が使えるよう、町内に点在している老朽化した
施設や水道管を、様々な災害に耐えうる施設・設備へ更新するための計画を策
定中です。今月は老朽化した水道施設とその更新についてお伝えします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問 役場水道課（☎ 82-5961）


